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Surnrnary 

A批rthe introduction of horticultura1 therapy into Japan in 1990s， Japanese explosive interests 

in it induced many kinds of understanding about ho出cu加ra1也erapy，res凶tedin甘lebirぬ of血巴

new concept "horticul旬ra1well-being" which inc1udes horticultural therapy. Another phenomenon 

induced by Japanese in総:restswas many nominations and COI由sionsin plant related therapy， which 

brought forth a concept and a naming of "Shokubutsu Kaizai Ryouhou" which means in English 

"plant assisted therapy (PLAT)". Plant assisted therapy is consi臨 dof two groups川orticultural 

therapy (HT)"組 d"plant perceptive therapy (PPET)'¥百leformer is a therapy which is based on 

白ebehavior of "fostering"が紐ts.百lelatお:ris based on the behavior of "acquiring"が佃ts，inc1ud-

ing "plant acceptive therapy (P ACT)" and "plant art也巴:rapy(P ART)'¥Plant a，∞叩tivetherapy ex-

c1usively utilizes "hunting" plants such asωuching plants wi由自ves巴nses姐 dh訂vestingpl姐 ts

with hands and fl田1. Plant art therapy exc1usively utilizes "making" activities such as plant arts， 

foods， paintings， press巴dflowers， etc.， using plant materia1s. 

Key words : Fostering， acquiring， hunting， making， horticulぬraltherapy， plant assisted也巴rapy，

plant perceptive therapy， plant acceptive也.erapy，pl組 tart也erapy，hor批ul加ra1well-being 

創造的行動，育てる行動，猟る行動，狩る行為，造る行為，人間性，癒し，喜び・愉しみ，
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はじめに

日本において，園芸療法が本格的に導入されるよう

になったのは 1990年代初頭である。その後，園芸療

法への関心の高まりと啓蒙・普及の結果，園芸療法の

解釈が多様になってきた。そのことが園芸療法の関係

者に対して，園芸療法とは何か，庭を散歩するのは園

芸療法か，押し花は闘芸療法ではないのか，植物の手

入れをしなければ園芸療法ではないのか，手入れので

きない人に植物を見せ，触らせる療法はいったい何と

いえばよいのか，など少なからぬ混乱をもたらしてい

ることは否めない。

他方，園芸だけでなく，植物に関係する療法にはさ

まざまな名前をもったものがある。たとえば，園芸療
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法，園芸セラピー，花療法，植物療法(薬草療法)， 

ハーブ療法，庭療法，ガーデン療法，森林療法など

は，よく耳にする名称である。なかでも園芸療法は当

学会関係者がもっともよく知っている名称であろう。

このように何らかの形で植物に関係するすべての療法

をまとめて「植物介在療法jと称しているが，インタ

ーネットで検索すると，植物に関係する療法は驚くほ

ど多く存在する(松尾， 2006a)。これらをどのような

規準によって整理すればお互いの関係やその特徴がわ

かりやすいのであろうか。そして，上記のような疑問

に答えることができるのだろうか。

本稿では，閤芸療法の発展，そしてそれに伴ってど

のようにその解釈が拡大されてきたか，さらに，植物

に関係する療法にはどんな名称があるか，それらをど

のように整理すれば，多様な名称の特徴と相互関係と

を把握することができるかをまとめておきたい。



1.日本における園芸療法の発展:概念の拡

大と療法の多様化

1990年代初めに，闇芸療法が本格的に日本に導入

されるようになって 10数年が経った。この間，その

啓蒙・普及，さらにはその発展には目を見張るものが

ある。本章では園芸療法が導入されてから普及する過

程でどのように解釈が変化し，植物に関係する療法に

はどんなものがあるかを概観しておきたい。

1) 園芸療法の導入と啓蒙・普及

日本において農・園芸作業が治療やリハビリテー

ションの場で活用されたのは 1930年代で，東京の松

津病院での実践が最初である(野田， 1997)。その後

1950年代にも精神科の療法のーっとして取り上げら

れた(佐々木， 1987)0 1960年代に作業療法士制度の

導入にあたって農・園芸作業も活動のーっとなっては

いたが，大きな比重を占めるものではなかった(松

尾， 1998b， 2000)。

日本への導入のモデルとなったアメリカにおける治

療・リハビリテーションの場での園芸の活用について

は，塚本 (1978)がその著「園芸の時代」のなかで紹

介しているが，この時点では「園芸療法jの名前は出

てこない。 HorticulturalTherapy， Horticulture Therapyが

「閏芸療法」という訳語で最初に紹介されたのは 1981

年，小出氏の新聞記事のなかだ、ったらしいが，筆者は

その新聞を確認していない(松尾， 2000) 0 1982年に

は，園芸関係の雑誌にアメリカにおける園芸の治療，

リハビリテーションへの活用を紹介した記事で，閤芸

療法という名前が使われている(京都大学農学

部， 1982)。

あらためて園芸療法が注目され，本格的導入が始

まったのは， 1990年代に入ってからである。たとえ

ば，松尾 (1991)，広田 (1992)，津田(1992)，日本

緑化センター (1992)らは，園芸治療，ホルトセラピ

ー，園芸療法，ホーティセラピー，ホーテイカルチュ

ラル・セラピーなどの名前で，主にアメリカのHorti・

cultural TherapyやHortitherapyの実情を紹介している。

その後， 1993年から 1994年にかけて，津田みどり

氏， D. Relff専士，さらには第 24回国際園芸学会議

(京都市)に参加した，外国の園芸療法関係者による

日本各地での講演をきっかけに，園芸療法に対する関

心は急速に高まってきた(松尾， 1998b， 2000)。

このような園芸療法への関心の高まりを契機に，紹

介・啓蒙資料が多数印刷されるようになり，講演会・

シンポジウムの開催が増え，研究会・勉強会が各地に

結成されるようになった。これらは 1990年代後半に

は爆発的に増加している(松尾， 1998b， 2∞0)。

この間，津田みどり氏は 1991年から園芸療法の実

践を始め(津田， 1992;松尾， 1998b， 2000)，その後

園芸療法を試行する福祉施設や病院なども増え， 1995 

年にはその様子を紹介する報告が出版されている(高

野， 1995)。
2) 解釈の拡大と療法の多様化

前述した園芸療法に対する関心の高まりは，園芸を

含めた植物に関連する療法にこつの特徴的現象を引き

起こした。一つは，園芸療法に対する解釈の拡大であ

り，もう一つは，園芸療法を始めとして，庭療法，ガ

ーデン療法，花療法，アロマテラピーなど植物に関連

する療法の多様化である。

(1) 園芸療法の解釈の拡大

園芸療法への関心が高まり，出版物が増え，講演や

シンポジウムが全国津々浦々で開催され，研究会が各

地に結成されるようになると，園芸療法の解釈に違い

が目立つようになってきた。この違いはさまざまな混

乱や問題を生じ，やがて「園芸福祉」という概念の誕

生へと発展する。その誕生の経緯ならびに園芸福祉の

なかにおける園芸療法の位置づけについては，松尾

(1998aムc，20∞， 2002a， 2005b，e)が詳述しているの

で触れない。ここでは，園芸療法のどういう部分に，

どのような違いが生まれてきたかについて簡単に述べ

ておきたい。

さまざまな解釈がなされるようになったのは主とし

て次の3点にある。まず「園芸」とは何か，次ぎに療

法の「対象者jは誰か，さらに，その対象者をどうし

たいかという「ねらい」である。それぞれにいつご
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第 1図.関心の高まりに連れて園芸療法の解釈は拡大.

松尾 (1998)をもとに模式図として示した.
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第1表.植物を介在させるさまざまな療法とそれらのグループ化.

<植物の種類>

草木療法，草木セラピー，樹木療法ー花療法司花セラビー，花テラピ一，

フラワーセラピー，フラワ一テラピー，花レメディ噌フラワーレメディ，

草花療法，草花セラピー，野菜療法曹野菜セラピー，果物療法，フルーツセラピー，

薬草療法，薬草セラピー『植物療法ー植物セラピー，植物テラピー，ファイトセラピー，

フィト療法，フィトセラピー，フィトテラピー，プラント療法，プラントセラピ一司

プラントテラピー，

香草療法，香草セラピー雫ハーブ療法，ハーブセラピー，ハーブテラピー，

アロマセラピアロマテラピー

<療法の場>

野外療法，野外セラピーー草原療法，高原療法，高原セラピー，山療法，山セラピー，

山地療法、山岳療法弔山岳セラピー，森林療法，森林セラピー，森林テラピ一司

森療法，森セラピー，フォレストセラピー

公園療法，公園セラピー

庭療法，庭セラピー，庭園療法，ガーデン療法，ガーデンセラピ一喝ガーデンテラピー

菜園療法噌菜園セラピー，農場療法，農地療法，ファームセラピーー農園療法，田園療法，

田園セラピー，畑療法，畑セラピー

<活動・かかわり方>

1)植物を栽培する場合

園芸療法，国芸セラピー，園芸テラピー，ホルトセラピー，ホーティセラピー，

ホーテイカルチャセラピー宅ホーテイカルチュラル・セラピー

農業療法，農業セラピー，アグリセラピー，アグリテラピー，

アグリカルチャー療法，農園芸療法，農園芸セラピー

農作業療法『農作業セラピー

百姓療法，百姓セラピー

2)植物を栽培しない場合
植物工芸療法，植物受容療法，植物感受療法

3 )栽培の有無に関係しない場合
植物介在療法

松尾 (2006a)を改変し，2007年2月20B googleとyahoo検索で補足した.

ろ，どのような解釈がなされているかについては，松

尾 (1998b，20∞)が詳述している。それを要約する

と導入後の時間の経過とともに，上記3点のそれぞ、

れが拡大解釈されるようになり，園芸療法の定義が不

明確になり，混乱が生じたのである。解釈が拡大する

様子を模式化して示したのが第l図である。

このように， I園芸J，I対象者J，Iねらいjのそれ
ぞれにいくつかの解釈が出てくれば，闇芸療法の解釈

はそれらを掛け合わせた数だけありうることになる。

これでは園芸療法を学ぼうとする人が混乱してくるの

も無理からぬことであろう。

(2) 植物に関係する療法の多様さ

園芸療法に対する関心の高さは，その解釈の違いを

生むとともに，いっぽうでは植物に関連する療法の違

いを言葉で表現することへと発展していった。たとえ

ば，花を使っているから花療法あるいはフラワーセラ

ピー，庭で行うから庭療法あるいはガーデン療法，農

業を活用しているから農業療法などがあげられる。

このような植物に関連する療法としてどんな名前が

あるか。考えうるさまざまな名前を想定し， googl巴と

yahoo検索でヒットするかどうかを調べ，それらをグ
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ループ化したのが第 l表である。

検索でヒットする件数はl件から 1万件を超えるも

のまでさまざまであるが，療法の名称は 90を超えて

いた。これらの療法は大きく三つのグループに分けら

れる(第1表)(松尾， 2006c)。

まずーっは，媒体とする植物の種類で表現した名称

である。ここにはある特徴をもった植物群の名前，た

とえば，花，野菜，薬草，ハーブなどで示される療法

があげられている。しかしそのほかにも，植物の種名

で示された療法もある。たとえば，こんにゃく療法，

パラ療法，みかん療法などである。このような事例に

倣って名前をつけていけば，療法の名称は限りなく増

えてゆく可能性がある。

二つ目は，植物とかかわる場所あるいは療法を行う

場所で示された名称である。最近よく話題になり，知

られるようになった例は森林療法であろう。また，同

じ園芸作業を療法に取り上げる場合にも，庭で行うか

ら庭療法(ガーデン療法)，農園で行うから農園療法

という例もある。山から平地，屋外から屋内まであら

ゆるところで植物とかかわる機会はあるし，それを療

法の場となしうるわけだから，このような場所を名前



とする療法もまた数限りなく増える可能性がある。

三つ目は，植物とのかかわり方を療法の名前のより

どころにしたものである。これらは，植物の世話(栽

培)をするか，しないかによって，三つに大別され

る。第ーは，園芸療法に代表されるように，主に植物

の栽培というかかわりを療法の媒体とするものであ

る。農園芸療法(セラピー)，農業療法(セラピー)， 

農作業療法(セラピー)などもそれである。第二は，

栽培するわけではなく，生産物としての植物に接する

活動や生産物を利用する活動を活用する療法である。

植物受容療法と植物工芸療法に示されるように，五感

で植物を受け入れる，植物を収穫する，あるいは植物

に手を加えて形を変える，違う目的に利用するなど，

いずれも栽培しない植物とのかかわりを療法的に活用

するものである。第三は，植物介在療法(浅野， 2005; 

松尾， 2005aム 2006b)のように，栽培する場合も栽

培しない場合も含むもので，植物に関係するすべての

療法を呑み込む性質をもっ名称である。

このように多彩な名称をもっている植物に関係する

(媒体とする)療法を総称してどのように呼べばよい

のであろうか。この疑問に応えて提唱されたのが「植

物介在療法jである(松尾， 2005d， 2006b，d)。

3) 植物介在療法の提唱と園芸療法との関係

前述のように，植物介在療法とは，植物に関連する

すべての療法を総称したものである。どのような経緯

でこの言葉が使われるようになったかを少し詳しく整

理しておこう。

日本では園芸療法の導入以来，植物が関係する療法

については，解釈の相違(松尾， 1998b)や，第 1表

で示されるように，療法に用いる植物や療法の場の違

いなどを反映してさまざまな名称で呼ばれてきた。そ

のなかで「植物介在療法jが日本で初めて提唱された

のは 2001年のことであろう(松尾， 2001， 2002 a， 

b)。ただし，この概念はその後すこし変更された。す

なわち，初めの定義では，植物を媒体とするすべての

療法を「植物療法Jと称し，これを次の二つに分類し
た。植物を育てることを療法の主な媒体とする「園芸

療法」と，育てない植物を主な媒体とする「植物介在

療法jである(松尾， 2005d)。

その後，ヴアイス (1995)の唱える「植物療法Jが
薬草療法を中心とした狭義の療法に使われてかなり一

般化している現状を尊重して，次のように定義の再編

を行った。植物に関連するすべての療法を「植物介在

療法jとし，植物療法(薬草療法)の上位概念に位置

づける(松尾， 2001， 2005d， 2006b，d)。同様な見方

で，浅野(2005)も「植物介在療法」を使用している。

閤芸療法の先進国とみなされてきたアメリカの歴史

をみると，植物に関連する療法の名称はとくに 1970

~80 年代に多様化した。しかしながらその後の療法

名の推移をみると(松尾， 1998b， 2000)， The Na-

tional Council for Therapy and Rehabilitationぬrough

Horticulture (略称NCTRH，園芸を通しての治療とリ

ハビリテーションに関する全国協議会;和訳は京都大

学農学部， 1982)が 1987年に百leAmerican Horticul-

加ralTherapy Association (略称AHTA，アメリカ閤芸

療法協会)と名称、を変更して以降， Horticultural Ther-

apy (園芸療法)の拡大解釈によって，それらの名称

はHorticulturalTherapyに取り込まれていったとみるこ

とができる。

そのアメリカではAnimalAssisted Therapy (動物介

在療法)が盛況で，インターネットで検索される件数

も多い (google，yahoo， 2006. 12)。しかしながら，こ

れに対比して考えられるPI油 tAssisted Th巴rapy(植物

介在療法)は，インターネット検索でみるかぎり，ほ

とんど話題に上っていない。実際， 2005年のgoogleと

yahooの検索で、も， Plant Assisted Therapyは単独で、は検

索されず，わずかに l件だけAnimal/PlantAssisted 

百lerapyという形で検索されただけであった(松

尾， 2005a， 2006b)o 2∞7年2月現在でもPlantAs-
sist巴dTherapyが単独で検索された資料はなかった

(google， y油00)。
日本では 2004年後半，東京農業大学に新しい学科

の創設を検討する過程で，植物介在療法という名称が

話題となった。すなわち，生物介在療法分野の構成に

関連して， r動物介在療法」研究室に対しては「植物
介在療法j研究室がわかりやすいのではないかという

のである。これに対する植物側の意見の主旨は， r理
屈としてはそのほうが明確でわかりやすい。しかし，

園芸療法はかなり普及していて知名度が高くなってき

たが，植物介在療法の知名度は低い。つまり，植物介

在療法に比べて，園芸療法のほうが訴える力は強いの

で，当面は園芸療法で進めたい。」ということであった。

現時点でも，この植物介在療法は園芸療法ほど認知

された名称とはなっていない。しかしながら，園芸療

法とは何か，その特徴は何かを追究すればするほど，そ

れ以外の療法との相違が明白となり，名前を変えてそ

の相違を明らかにしなければならなくなる。それは，

療法に活用する植物へのアプローチの仕方が，園芸と

その他の活動とではいちじるしく異なるからである。

2.創造的に行動する人間と園芸との関係

では，園芸における植物へのアプローチ，つまり，

植物とのかかわり方とはどんなものであり，園芸以外

の活動でのかかわり方とどう異なるのであろうか。

前章で触れたように，園芸療法の園芸のなかに，活

動だけでなく，植物自体を含むとみなす資料はかなり

多い (AHTA，2005;津田， 1992， 1993， 1995;松

尾， 1994;日本園芸療法研究会， 1995;菅， 1996;大

阪園芸療法研究会， 1996)。しかしながら園芸療法が
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普及するに連れて，園芸療法の実践者の間では，植物

を媒体とすることは共通であるが，五感で植物に触れ

ることと植物の世話をすることとでは，その療法的意

味合いがかなり異なるのではないかということが話題

になってきた。このことはすでにアメリカにおいて

も， Passive participation (受動的かかわり)とActive

participation (能動的かかわり)という形で論じられ

ていた (Lewis，1996)。簡単にいえば，植物とのかか

わり方とその意味を開い直す必要'性が浮かび上がって

きたのである。

これらは，園芸の本質とは何か，療法の場において

はそれが対象者の人間性とどのようにかかわるか，と

いう課題と連動するものでもある。ここではまず人間

性とは何か，人間らしく生きるとはどういうことかを

みたうえで，園芸の本質とは何か，その本質は人間性

にどのように関係してくるかをまとめてみたい。

1) 人間にみる創造的行動ー育てる行動と捕る行動

Matsuo (1992， 1995)，松尾(1982，1998a， b， 

2000， 2005a)は， f人簡は創造的に行動する動物であ
るJという考え方(時実， 1974)から園芸にみる行動
の本質をとらえようとした。その概要は次のとおりで

ある。

私たちは，本能的(動物的)欲求と創造的(人間

的)欲求をもっている。本能的欲求が満たされない

と不安になったり，いらいらしたりするし，それが

満たされると「安心Jf安堵Jf安らぎJf落ち着きjなど
で表現される「癒しjの状態になる。そして，創造的

欲求が満たされないときには「不満Jf怒りJf焦りJな
どが生まれ，これが充たされたときには「喜びJf楽し
みJf満足Jf自信jなどの言葉で表現される状態となる

欲求

(松尾 2005c)。すなわち，私たちは，これら二つの

欲求が充たされたとき，癒されて安らぎを得るととも

に，生きていることを実感し，生きる喜びゃ愉しみを

もつことができる。これがしあわせ感につながり，こ

のしあわせ感が心身ならびに社会の状態をよりよい方

向に導き，生活の質を向上させる。

その人間的欲求から出てくる創造的行動には， f手
に入れる」という主に個体維持の本能的欲求に起源を

もっ「猟るJ行動(狩る行為と造る行為に分けられ
る)と「子どもをそだてる(子育て)Jという種属維

持の本能的欲求に起源をもっ「育てるJ行動とがあ
る。つまり，私たち人間は，育てる行動と猟る行動と

をあわせもっていて，より人間らしく生きることがで

きる。私たちの行動という面からみたヒトの進化と日

常の行動事例を示したのが第2図である。

ところで，上に述べた育てる行動と猟る行動とはど

のように異なるのであろうか。これを示したのが第2

表である。要約すると，次のようになる。

育てる行動は，それ自身の遺伝情報に基づいて成長

する対象(生きもの)に，長期間，客観的・支援的に

かかわる。これに対して猟る行動は，対象(生きもの

でも非生きものでもよい)に短期間・一時的に，意図

的・目的的にかかわる。いいかえると，育てる行動で

は，主体はかかわる人ではなく，対象である。した

がって，かかわる人は対象の成長を支援する立場にあ

るので，対象が何を求めているかをその様子で判断

し，それに必要な対策や処置を求められる。しかも，

かかわる期間は長いので，辛抱・我慢が求められる。

いっぽう猟る行動では，かかわる人が主体であり，そ

の意思・意図によってものごとを進めることができ

行動類型

本能的

(動物的)
(情報を知覚する)(ものを獲得する)
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ヒトから人間への進化

創造的

(人間的)

行為

具体例

手に入れる

猟 る

狩る 造る

五惑によるかかわり 加工，製作

観賞ー買い物，収穫 制作弔発想

狩猟，情報入手 工夫，作文

スポーツ，娯楽 思考

第2図.欲求と行動類型からみたヒトから人間への進化.
松尾 (2004a)を一部改変.

そだてる

(はぐくむ)

育てる

(育む)

そだてる

子育て

後継者養成

植物栽培

動物飼養



第2表.猟る行動と育てる行動の比較.

育てる猟る行動

(造る)

行動の対象

対象の時間

主体の時間

対象の姿・形

対象へのかかわり方

生きもの

あり

あり

変わる

客観的・対象まかせ

支援的・養育的

継続的・長期間

時間がかかる，

忍耐を要する

一体的・総合的

非生きもの

なし

あり

変わる

左に同じ

左に同じ

左に同じ

生きもの，非生きもの

なし

なし

変わらない

主体的・意図的

計画的・呂的的

一時的・比較的短期間

手っ取り早い

(狩る)(行為)

対象との接触

目的達成

左に悶じ断片的・分業的仕事としての生きも

のへのかかわり方

植物の成長に伴ってフィードパックされる動作体験

と感覚体験のなかで，植物の状態に応じて「狩る行

為jや「造る行為Jが統合される。その統合の要素と
して子育て(そだてる)本能が大きな役割を果たす

(松尾， 2005a，c)。つまり，子育て本能は，植物の成

長にあわせ，必要に応じて狩る行為と造る行為をつづ

り合わせる糸の役割を果たして，園芸の本質ともいう

べき「育てる」という行動を編み出している。

3) 園芸ではニつの創造的行動を充たした人間らしさ

を実感

ところが私たちは，その園芸という植物を育てる過

程で，五感で植物を味わい，四肢を使って生産物を収

松尾 (1982，1998b)を一部改変.

る。こういうわけで，育てることはかかわる人が思うよ

うにはならず，効率が悪いのに対して，猟ることはかか

わる人が思うように遂行できてしかも効率的である。

2) 園芸の本質は植物を育てること
上記のような特徴をもっ育てる行動は，生きものす

なわち植物や動物(ヒトを含む)の手入れ・世話をす

ることによってのみ体験でき，かつ学ぶことができ

る。いいかえると，植物の栽培すなわち植物の手入

れ・世話をする園芸は，身近な場で日常的に容易に

「育てること」を体験し，学べる活動である。

その園芸はどういう活動から成り立っているのだろ

うか。第3図をごらんいただきたい。

(狩る行為)

果実が熟した
(うまそう)

(素晴らしい)

園芸:植物奄育古る行動

(感触が滑らか芳しい)
(若々しい) 香りがある
大きくなった (甘い香り)
(元気がある) 花が咲いた
(緑がまぶしいかわいい)

(きれい) (きれい)
(うまい)

五
惑
で
昧
わ
う

世
話
す
る

つ
く
る

(
感
覚
体
験
)

(
副
作
体
鵬
)
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る行為)

第3図.植物を育てること。すなわち，園芸とは弔植物の生長にあわせて進められる感覚体験と動作体験，あるい
は，狩る行為と造る行為との統合化の過程である.松尾 (1998b)を改変.

(造創意工夫による問題解決



穫するという猟る行動をも実践している。この過程で

本能的欲求を触発・充足して癒しを得るだけでなく，

人間にとって欠くことのできない猟る行動と育てる行

動とを充足し，さらには発展させ，それだけでより人

間らしく生きることを実感できる(松尾， 2005a，c)。

だからこそ私たちは，われを忘れて園芸に熱中するこ

とができる。植物の手入れに癒し，喜び・愉しみを覚

え，育てた植物やそれを用いた活動には，買ったもの

とは違った格別の思いとより大きな喜びを感じる。

たとえば，青々と元気よく育っている植物を見ると

ほっとする，世話をした花はいびつでもきれいに見え

るし，手入れをしたものには愛着がある，子どもたち

が嫌いなニンジンを自分が作ったと食べるようになっ

た，手入れをした野菜はたとえ虫食いでもおいしく食

べられる，育てた花を用いた押し花，生け花，ポプ1)

作りなどの制作には格別の思いがある，などの発言に

はこれがうかがえる(松尾， 1998b， 2000， 2005a， 

2006b)。
このように植物を育てる閤芸によって癒され，喜

び・愉しみを得られることが，心身の健康だけでな

く，生活の質の向上にもつながる。これを積極的に活

用して私たちすべての市民のしあわせを増進してゆこ

うとする考え方が「園芸福祉」である(松尾， 1998a，b， 

2000)。そして，療法的なかかわりを要する市民につ

いても園芸を通しての福祉(闇芸福祉)を実現しよう

という活動ならびに分野が園芸療法である。園芸福祉

と園芸療法との相違，それにかかわる人たちの具体的

活動の相違(療法というかかわり方の特殊性から生ま

れてくる)については別報 (Maおuo，1999;松尾，

1998aムc，2002a， 2∞4b， 2005b，e)にくわしく触れら

れているので，参照していただきたい。

4) 植物に対する育てるかかわりと育てないかかわり

このような育てる行動と猟る行動は，植物にかかわ

るという観点からいえば，それぞれ，育てるかかわ

り，猟るかかわりということができる。つまり，園芸

は猟るかかわりを内蔵しつつも，育てるかかわりが中

心となる活動である。これに対して，栽培を伴わない

で，植物を五感で味わうこと，収穫すること，その収

穫物に手を加える工芸や料理などのかかわり方からは

猟ることしか体験できない。

したがって，植物を取り扱っていても，育てるかか

わりの伴わない単独の猟るかかわりを園芸と称するわ

けにはいかない。実際，狩る行為である花見，公園花

壇や山野の花や植物の観賞，農家に出かけて農産物の

収穫体験，たとえば，イチゴ狩り，みかん狩り，りん

ご狩りをしても園芸を体験したとはいわない。また，

造る行為としての買ってきた花を用いた生け花，フラ

ワーアレンジメント，押し花，ポプリ作りなどの植物

工芸，あるいは，栽培しない植物を用いた草木染めや

料理などを園芸という人はいない。自らの手を入れて
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植物の世話をした生産物を狩ったり，これを加工した

りするとき初めて，これらの活動は園芸の一環とみな

される(松尾， 1998b， 20∞)。

植物の栽培を伴わない単独の狩る行為や造る行為も

それ自体が創造的行動の一つである猟る行動となりう

る。それらは育てる行動の要素のーっとはなりうる

が，植物の成長に伴ってそれらが統合されない限り，

植物を育てる行動，すなわち園芸には発展しない。も

ちろん，猟る行動でも，それなりの癒し，喜び・愉し

みを味わうことはできる。しかしながら，猟る行動だ

けでは，園芸のように育てることと猟ることの両行動

を充足したときに得られる人間らしさ，生きる喜びを

実感することはできない(松尾， 2oo5a，c)。

いずれにしても，療法は何らかの手法を通して対象

者がよりしあわせになることを目指して実践されるも

のである。植物とのかかわりがもたらす不思議パワー

(松尾， 2002a)を活用する療法のなかで，園芸療法と

は植物を育てるかかわりを活用する療法であるのに対

して，育てない植物とのかかわり，つまり，猟るかか

わりだけを活用する療法を園芸療法と呼ぶのはふさわ

しくない。したがって，これには別の名前を与えたほ

うが理解しやすくなる。

3.植物介在療法における園芸療法の位置づけ

上に述べてきた植物とのかかわり方という点からみ

ると，植物介在療法 (Pl組 tAssist巴dTh巴rapy，PLAT) 

とは，かかわり方のいかんを陪わず，植物との何らか

のかかわりを媒体として活用する療法ということにな

る。つまり，植物に関係するすべての療法を含んだ総

称である。したがって，それぞれの療法が植物介在療

法の一つであるという見方もできる。そのなかで，育

てることを活用する闇芸療法に対して，育てない植物

を用いた活動を活用する療法にはどのような名前を与

えればわかりやすいのであろうか。

1) 植物とのかかわり方と療法の名称

これらを植物とのどんなかかわり方を療法的に活用

するかによって分けると次のように区分することがで

きょう(第3表)(松尾， 2005d， 2oo6b，d)。

まずーっは，植物の世話や手入れ，すなわち育てる

かかわりを主に活用する療法で，これまで話題の中心

となってきた闇芸療法 (HorticulturalTherapy， HT)が

それである。

いま一つは，育てることがなく，猟るかかわりだけ

を療法的に活用する「植物感芸療法J(Plant Perceptiv巴
Therapy， PPET)である。この療法では五感を使って

植物を感知することが多く，また，植物を用いて工芸

制作を行う例が多いところから，その特徴である

「感jと「芸jをとって名づけられた。この植物感芸

療法は，狩ることを媒体とする「植物受容療法」



第3表.植物とのかかわりに基づく植物介在療法 (PlantAssisted Therapy， PLAT)の分類と呼称.

行動類型 (行為) 呼称

育てる 関芸療法

猟る 植物感芸療法

(狩る) 植物受容療法

(造る) 植物工芸療法

松尾 (2005d，2006b守 d)による.

(Pl組 tAcceptive Therapy， PACT) と，造ることを媒体

とする「植物工芸療法J(Plant Art Therapy， PART) と
に分けられる。

「植物受容療法」は，植物を五感で感知する，四肢

を動かして植物を収穫するなどの「狩る行為」を療法

的に活用する。具体的には，観賞する，香りを嘆ぐ，

肌触りを楽しむ，植物の雰囲気に親しむ，食べ物を味

わう，あるいは果物や野菜の収穫などを療法的に用い

る例があげられるJ植物工芸療法jは植物を用いて工
芸作品(押し花，ポプリ，花絵，生け花，フラワーア

レンジメント)を制作する，料理をするなどの「造る

行為jを療法的に活用するものである。いずれも創作

的側面が強く，いわゆる芸術的制作をする例が多いと

ころから，芸術療法のーっとしても活用される。

2) 植物に関連する主な樺法にみられる植物とのかか

わり方

従来の療法が，上記のようなかかわり方による命名

に当てはめてみるとどのように位置づけできるかを，

いくつかの事例を用いて示したのが第4図である。

園芸療法は，育てることを主に療法の媒体とする，

もっともよく知られた例であろう。農園芸療法，農業

療法，畑作業療法，百姓療法ならびにこれに類する療

法も育てるかかわりが主な媒体になるので，規模や場

所の違いはあろうが，園芸療法と本質的には同じとみ

なすことができる。したがって，園芸療法は知名度も

高いこと，身近で容易にできる植物の手入れ(園芸)を

媒体としていること，農業や農作業などは本質的に園

芸と同じであること，さらに，あまりに用語が多くなる

のは避けたいことなどを考えあわせると，上記の諸療

法は園芸療法の範曙に含めて論じるべきであろう O

場所の名前を用いた療法では，どういうかかわり方

が主であるかによって，園芸療法の範轄に入るか，植

物感芸療法に入るかが決まる。たとえば，庭療法(ガ

ーデン療法)，農場療法などでは，庭という場所で育

てるかかわりを主に活用する場合には， r園芸療法J
と呼ぶことができるし，散歩や収穫など猟るかかわり

が中心であれば「植物受容療法」であるとみなすこと

ができる。植物感芸療法的性格の強い「森林療法Jで
は，森の雰囲気に浸る，フィトンチッドの，恩恵にあず

かるなど， r植物受容療法j的性格が強いが，木工を
取り上げる場合もあり，これは「植物工芸療法j的側

英語の呼称 略称

Horticultural Therapy HT 

Plant Perceptive Therapy PPET 

Plant Acceptive Therapy PACT 

Plant A同Therapy PART 

面である。しかし，たまには植物の手入れをすること

も考えられ，これが伴う場合には「園芸療法Jである
ともいえる。畑療法，田園療法，莱菌療法なども同様

にさまざまな性格を有する。

植物の種類による名前がついた療法では，どのよう

なかかわり方が中心となるかによって，園芸療法的で

もあるし，植物感芸療法的で、もある。たとえば，比較

的よく出てくる植物療法(薬草療法)は，商品として

の植物を買って使用することが多い。その薬効成分の

効果を期待しているわけであるが，飲用も含めて五感

を通して植物とかかわる場合が多い。これは狩る行為

を療法的に活用するので，植物感芸療法のなかの植物

受容療法ということができる。しかしながら，場合に

よっては，自分で栽培しながらこの産物を活用する例

もある。そのときには，圏芸療法という範障に入る。

第4図.かかわり方に基づく植物介在療法の分類と従来の代表
的療法の位置づけ.松尾 (2005c)を一部改変.
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「香草療法Jも植物療法とほぼ似た性格を有する。
ところが，これを含めたアロマテラピーの場合には，

植物ではなく，合成した化学物質を用いる例もあり，

その場合には植物介在療法の範障からはみ出した療法

ということになる。

「花療法jや「フラワーセラピー」の現状をみる

と，植物感芸療法的側面が強い。花の観賞や香りを嘆

ぐなどの f植物受容療法」的な面もあれば，花を使っ

たアート制作など「植物工芸療法J的な面もある。し
かし時には，植物を育てて用いる場面もあり，この場

合には「園芸療法Jとみてもよい。野菜療法，果物療
法などは一般的には収穫が主な活動であり，これを活

用するときには，植物感芸療法のなかでは植物受容療

法にあたる。頻度は少ないかもしれないが，育てるこ

とが伴えば園芸療法とみることができる。

「芸術療法jのなかにも「植物介在療法」と呼べる

場合がある。植物を用いた創作活動を療法に活かす場

合である。このとき，自分で育てたものを用いるので

あれば閤芸療法といえるし，育てない植物を用いると

きには，植物感芸療法のなかの「植物工芸療法jとい

うことになる。しかし，芸術療法では植物ではない素

材(たとえば，土，金属，絵の具や墨，楽器など)を

使った創作活動を媒体とする場合も多く，合成物質を

用いたアロマテラピーと同様に，これらは「植物介在

療法Jの枠外にある。
以上に述べたように各種の療法には，いずれも園芸

療法とも呼べる側面をもっているのであるが，その場

面は決して多いとはいえない。つまり，これらの療法

では，園芸的(育てる)要素はごく少なく，活動の中

心ではない点が共通している。大切なことはどの療法

はどういう特徴をもっているかを認識したうえで，ど

ういうねらいで，どういうかかわり方を対象者に療法

として適用しようとしているからどの療法を選んでい

るかを明確に把握しておくことであろう。

4.園芸療法を目指して

前節までにみてきたように園芸は，植物を育てる過

程で，動物としてのヒトがもっている「子育て(そだ

てる)Jおよび「手に入れるjという本能的欲求を触

発し，人間として欠かせない「育てる」および「猟

る」という創造的欲求を触発し充足するとともに，そ

れらを発達させる可能性を秘めている(松尾， 2005a， 

c)。こういうところから，育てた植物やそれを用いた

活動には格別の思いとより大きな喜びを感じることに

なる。この過程で癒し，喜び・愉しみを得る。これがも

たらすしあわせ感が心身の機能低下を防ぎ，あるいは

よりよい状態にみちびく。このような園芸の効果を療

法的に活用し，対象者の福祉を推進するのが盟芸療法

である。この場合，療法としての手続きが欠かせない。
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ところが実際には，植物を「育てる」すなわち栽培す

る人は少なく，植物を「猟るj人は多い。すなわち，

狩る行為，あるいは，植物を用いて何かを造る行為に

は，多くの人が参加している。ある押し花関係者による

と，押し花を楽しむ人は多いが，栽培してその素材を

得るという人はごくわずかである。なぜであろうか。

その理由としては， 1)対象である植物は成長するの

で，日々変化する。 2)だから，いつも見ていなければ

ならない。 3)植物を育てるというのは，自分が何かを

その植物から得るのではなく，植物の成長を支援する

ことである。しかし， 4)それには時聞がかかるし， 5) 

しかも思うようには成長してくれない。 6)だからこ

そ，いのち，あるいは生きていることを体感できる。

7)とはいえ，猟る行動(狩る行為や造る行為)に比べ

ると，育てる行動ははるかに効率が悪い。このような

わけで， 8)自分のベースで物事を考えかっ進めるとい

う思考様式と生活様式に慣れた現代人にはなじみにく

いことなどがあげられる。

ょうするに，猟る行動(狩る行為や造る行為)は誰

にでも比較的容易にできるので，療法としても取り組

みやすい。これに比べて育てることはむずかしいの

で，療法として取り組むことが少ない。もちろん，こ

れには療法士の園芸に関する知識と技能だけでなく，

対象者が園芸に取り組む心身の能力があるか否かも関

係してくる。いずれにしても，育てることは，猟るこ

とよりも複雑で、かっ高度な創造的行動で、あるため，と

かく安易な猟る行動を活用した植物感芸療法にとどま

りがちな傾向がみられることも否定できない。対象者

の状態によることはいうまでもないが，可能なかぎ

り，より高度な創造的行動ができる園芸療法への指向

が望まれよう。

おわりに

園芸療法への関心の高まりにつれて，その解釈は拡

大され，園芸療法界に少なからぬ混乱をもたらした。

これを整理する過程で園芸福祉の概念が生まれた。他

方，植物に関連する療法の名称も多様化し，その数は

90を超えるに至っている。また，園芸療法の現場では，

植物とのかかわり方がその療法的効果にも関係するこ

とから，療法の名称を検討する機運も生まれてきた。

このような背景から，植物に関連する療法を整理

し，その総称として「植物介在療法Jと呼称した。こ
の植物介在療法は，植物とのかかわり方を規準とし

て，育てることを主に療法の媒体とする園芸療法と，

育てない植物，いいかえると猟ることを主な媒体とす

る植物感芸療法とに大別される。

植物介在療法は，植物を媒体として癒し，喜び・愉

しみが得られ，それらが心身および社会的な健康(治

療やリハビリテーションはいうまでもなく，機能低下



防止をも含む)につながって行く効用を活用するもの

である。そのなかでも園芸療法では，育てる行動と猟

る行動の両者を充足することから生まれる効用が期待

されるのに対して，植物感芸療法では，猟る行動によ

る効用のみしか期待できないところに違いがある。な

お，植物感芸療法は，その行為の違いによってさら

に，狩る行為を主とする植物受容療法と，造る行為を

主とする植物工芸療法とに分けられる。従来からの療

法の多くは，植物とのかかわり方に相違があり，闇芸

療法的性格が強いものもあれば，植物感芸療法的性格

が強いものもある。

このような療法のとらえ方は，実践とはどのような

つながりをもってくるのであろうか。「名は体を表す」

とはいうが，療法は対象者のためになされるものであ

る。したがって，植物介在療法も，対象者の状態に応

じて使い分けられなければならない。つまり，実践に

あたってはまず，植物に関連する療法それぞれの特徴

と相互関係を明確に把握しておく必要がある。そのう

えで，その概念や定義にとらわれることなく，対象者

の必要性に応じた療法を選択して適用していく柔軟性

が求められる。療法としては，より人間的な生き方を

実感する意味で，育てることとあわせて猟ることをも

体験できる活動すなわち園芸が望ましい。しかしなが

ら，主に身体的，精神的な理由で，植物を育てること

に困難を覚える市民もいる。そのような市民には，植

物を猟ることによって得られる癒し，喜ぴ・愉しみを

提供して，彼らの福祉を推進すればよい。植物を媒体

とした療法それぞれの本質がわかっていれば，対象者

に応じた適用および活用の技術は創意工夫によって編

み出せるのではなかろうか。
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